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【第5次小郡市総合振興計画における成果指標】

【施策を実現するための主な事務事業とその状況】
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平成30年度　福岡県小郡市施策評価シート

政策 3 ゆとりと潤いに満ちた居住環境づくり
　本市の豊かな自然環境
である河川やため池など
の水質汚染を防ぎ、安全
で快適な市民生活を実
現するために、下水道関
連施設の整備を進めると
ともに水洗化の促進を図
ります。

投入コスト（千円） H30年度決算

都
市
建
設
部
長

施策の
進捗状
況・評
価

下水道事業の整備は令和7年度完了を目指し進めている。
河川整備や排水路整備については十分な対応ができていない。
雨水幹線整備も２路線の整備を進めてるが豪雨対策も必要であり。今
後の計画を立てる必要がある。

事
業
費

（
財
源
内
訳

）

国支出 238,264

施策 3 下水道
県支出 0

施策コード 地方債 618,709

施策
内容

公共下水道の整備促進 Ｐ3031 その他 196,675

下水道財政の健全化 Ｐ3034

今後の
施策
展開

雨水幹線の整備や河川や排水路の整備は冠水個所等の検証を行い、財
政が厳しい状況ではあるが関係機関との協議を行い整備方針を決め進
めていく。水洗化の促進 Ｐ3032 一般財源 712,194

雨水幹線等の整備促進 Ｐ3033 合計（千円） 1,765,842

施策の
進捗状
況・評
価

今後の
施策
展開

その他 Ｐ3039

※本施策の推進にかかった評価対象
の事務事業費合計額を表示していま
す。

成果指標
番号 成果指標 担当課 担当係 基準値（H26） H27年度実績 R01年度実績 R02年度実績 最終目標（R02）

35 公共下水道普及率（＝処理人口／行政区域内人口） 下水道課 工務係 91.6% 92.4% 92.9% 93.4% 93.8% 96.2%

88.8% 90.3% 90.4% 91.0% 92.6%36 水洗化率（＝水洗化人口／処理人口） 下水道課 工務係 89.1%

今後の
施策
展開

施策の
進捗状
況・評
価

H28年度実績 H29年度実績 H30年度実績

副市長意見

連番
施策
コード

業務の
性質

業務名 業務の概要
部名 課名 決定内容 指示内容

平成30年度指示内容担当部署

J001068 P3033 S1 排水路整備事業（工事・修繕）
清潔で安全な住環境を保つため、素掘りの水路のコンクリート化等の排水路整備工事を行って
いる。

都市建設部

現状維
持

地元要望等を把握するとともに、大雨時の現状等考
慮し、計画的に整備を進めること。

部長

決定権者係名

維持係

市河川の護岸修繕及び浚渫

都市建設部

部長

成果指標

指標名 H30実績

予定箇所工事発注率 66

現状維
持

豪雨災害等の現状を把握し、危険個所については、
早急に対応すること。

成果指標

指標名 H30実績

整備率 100

J000375 P3033 A 河川維持補修事業

下水道課

現状維
持

計画的な資金調達と金利情勢に関する情報の把握を
行い計画的に進めること。

J000425 P3039 A 地方債に関する事務
下水道事業の計画的な遂行を目的として、不可欠な財源のひとつである地方債について、下
水道財政への負担を考慮しつつ、適切な借入を行う。

部長

97

都市建設部

都市建設部

成果指標

指標名 H30実績

償還件数

下水道課

改善・
効率化

下水道経営を安定的に継続できるよう経営健全化に
努めること。

地方債現在高 11,386

J004201 P3034 A 経営戦略に関する事務
経営戦略の策定及び定期的な改定を行う。
下水道事業の経営分析及び下水道使用料の改定検討を行う。

部長

成果指標

指標名 H30実績

資金不足比率 0

維持係建設管理課

建設管理課

管理係

管理係
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【施策を実現するための主な事務事業とその状況】

連番
施策
コード

業務の
性質

業務名 業務の概要
部名 課名 決定内容 指示内容

平成30年度指示内容担当部署
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J001082 P3033 S1 公共下水道整備事業（雨水）
重点施策として大雨による道路冠水等を防ぎ、安全で快適な生活環境の形成を目的として、雨
水幹線の整備を実施するものである。

都市建設部 下水道課

現状維
持

雨水幹線整備事業は長期にわたるが、災害の現状を
把握し、計画的に事業を進めること。

影堤雨水幹線事業（累積整備実施
延長）

187

工務係

部長

成果指標

指標名 H30実績

正尻川雨水幹線事業（累積整備実
施延長）

270

J001083 P3031 S1
公共下水道整備事業（汚水）【第5次計画指
標管理】

安全で快適な生活環境の形成及び宝満川などの河川及びため池等の水質汚染の防止を目的
として、下水道事業を実施するものである。

都市建設部 下水道課

拡大
効率的・効果的な工事の実施方法を調査・研究し、早
期整備という市民の期待に応える取組みを推進するこ
と。

公共下水道普及率（＝処理人口／
行政区域内人口）【第5次計画指
標】

93.8

工務係

市長

成果指標

指標名 H30実績

水洗化率(=水洗化人口／処理人
口）【第5次計画指標】

91

J004383 P3039 S1 下水道ストックマネジメント事業
長期的な視点で下水道施設全体の今後の老朽化の進展状況を考慮し、リスク評価等の優先順
位付けを行ったうえで、施設の点検・調査、修繕・改築の計画を策定する事業である。

都市建設部 下水道課

現状維
持

ストックマネジメント計画に基づき計画的に進めること。

マンホール蓋取換事業(累積整備
実施箇所)

0

工務係

部長

成果指標

指標名 H30実績

管路施設の修繕・改築事業(累積整
備実施延長)

0

J000416 P3031 A 下水道施設の維持及び管理に関する事務
快適な生活環境の維持を目的とし、公共下水道施設の修理・保守・点検、清掃等下水道施設
を維持及び管理するものである。

都市建設部 下水道課

現状維
持

施設の老朽化が懸念されるため、維持管理計画を作
成し適切な維持管理を行うこと。

ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ管理箇所数 29

工務係

部長

成果指標

指標名 H30実績

下水道修繕工事発注件数 21

J000422 P3031 A 事業認可に関する事務
安全で快適な生活環境の形成、及び宝満川などの河川、溜池等の水質汚染の防止のために
下水道の整備を目的として上記法令に基づき区域の拡充を図るものである。

都市建設部 下水道課

現状維
持

H37年度の事業完了にむけ適切に認可変更を進める
こと。

宝満川流域関連公共下水道事業
進捗率

99.5

工務係

部長

成果指標

指標名 H30実績

筑後川中流右岸流域関連公共下
水道事業進捗率

71.5
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